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ミパイル・パフチンは、ドストエフスキーの小説がめざした課題は、 「ポリフォニー的な世界を構築すること、そ

して既存のヨーロッパ的な形式、つまり本質的にモノローグ的(単旋律的)な小説を破壊することだった」と指摘す

る。これは、 「学び」の世界で「総合的な学習」が本質的にめざす課題と合致する。総合的な学習は、子どもの学び

の多様性と複数の教師の協同を生み出す点でポリフォニックであり、同時に、教科、特別活動等と連動して、教育課

程をポリフォニックなものにする。さらに、学校と地域社会とを結んで、学校文化を多様でポリフォニックなものに

変える。総合的な学習は、これまでの画一的でモノローグ的な学びを、ポリフォニックなものに変える可能性を内包

しているのである。以上の問題提起を、附属中学校第一学年の、総合的な学習のカリキュラム、学年劇の上演および

異文化理解学習の実践の考察を通して行う。
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1.はじめに

本研究では、 「ポリフォニック」という視点で、総

合的な学習をとらえ、総合的な学習の時間設立の意義

と、この学習の持つ可能性について考える。

「ポリフォニック」は、「ポリフォニー的」と同義

である。 『広辞苑　第五版』をひもとくと、 「ポリフォ

ニー」の項には、 「多声音楽に同じ」とあり、 「多声音

楽」は、 「複数の声部から成る音楽。狭義には独立し

た旋律線を同時に組み合わせた対位法による音楽。広

義には、同時に複数の声部を重ねるあらゆる音楽を指

し、対位法的な音楽ばかりでなく、ホモフォニーも含

む」と説明されている。 1)

ロシアの恩想家ミ-イル・パフチンは、この「ポリ

フォニック」 ・ 「ポリフォニ-」を比職的概念として

用い、ドストエフスキーの小説構造を分析している。

彼のこの分析は、文学研究の枠を越えて、モノローグ

的な世界観の克服のための思想として、近年、様々な

分野で注目を浴びている。 2)
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パフチンの「ポリフォニック」 ・ 「ポリフォニー」

は、総合的な学習の時間をとらえる上でも、有効な視

点となる。 「総合的な学習」の時間が本質的に志向し

ている学びのあり方を、 「ポリフォニックな学び」と

とらえたとき、この時間設立の意義がより明確になり、

その趣旨を生かせるのではないかというのが、本研究

での問題提起である。問題提起にあたっては、奈良教

育大学教育学部附属中学校第一学年の「総合的な学習

のカリキュラム」と、このカリキュラムにそった学年

劇上演をはじめとする実践をひきながら、論を進めて

いきたい。

2.ミパイル・パフテンの「ポリフォニー」

パフチンは、 『ドストエフスキーの詩学』において、

ドストエーフスキーの小説の特色をとらえて、次のよ

うに言う。

それぞれに独立して互いに融け合うことのない

あまたの声と意識、それぞれがれっきとした価値
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を持つ声たちによる真のポリフォニーこそが、ド

ストエフスキーの小説の本質的な特徴なのである。

彼の作品の中で起こっていることは、複数の個性

や運命が単一の作者の意識の光に照らされた単一

の客観的な世界の中で展開されてゆくといったこ

とではない。そうではなくて、ここではまさに、

それぞれの世界を持った複数の対等な意識が、各

自の独立性を保ったまま、何らかの事件というま

とまりの中に織り込まれてゆくのである。実際ド

ストエフスキーの主要人物たちは、すでに創作の

構想において、単なる作者の言葉の客体であるば

かりではなく、直接の意味作用をもった自らの言

葉の主体でもあるのだ。3）

彼はさらに、「ドストエフスキーはポリフォニー小

説の創造者である」とし、次のように述べる。

彼の作品に登場する主人公の声は、通常のタイ

プの小説における作者自身の声のように構成され

ている。自分自身と世界についての主人公の言葉

は、通常の作者の言葉とまったく同等の、十全の

重みを持つ言葉である。その言葉は、主人公の性

格造形の一つとして彼の客体的なイメージに従う

わけでもなければ、作者の声のメガフォンとして

機能するのでもない。作品構造の中で、主人公の

言葉は極度の自立性を持っている。それはあたか

も作者の言葉と肩を並べる言葉としての響きを持

ち、作者の言葉および同じく自立した価値を持っ

他の主人公たちの言葉と、独特な形で組み合わさ

れるのである。4）

パフチンは、さらにドストエフスキーの小説の「叙

述の仕組みそのもの」が「モノローグタイプの小説の

叙述とはまったく異なったものでなければならない」

点に言及し、次のようなテーゼを提出する。

以上のような意味で、ドストエフスキーの小説

構造のすべての要素が、根本的に独自なものなの

である。そのすべてを決定しているものは、一人

ドストエフスキーのみが十分な深さと広がりをもっ

て提示し、解決してみせた、新しい芸術的な課題

である。その課題とはすなわち、ポリフォニー的

な世界を構築すること、そして既存のヨーロッパ

的な形式、つまり本質的にモノローグ的（単旋律

的）な小説を破壊することだったのである。5）

パフチンの指摘は、彼が「ポリフォニー小説」の創

造者と考えるドストエフスキーの作品の、小説として

の価値についてのものだが、その言説は、その枠を越

えて、モノローグ的な世界を克服するポリフォニー的

世界の意味を、既存の思想を克服するものとして提示

する。実際多くの研究者が、パフチンのこの考え方を

文学理論を越えるものとして把握し、援用している。

ジェームスⅤワーチ『心の声』6）のように、ヴィゴツ

キーとつないで考えようとするアプローチも多い。

桑野隆は、「パフチンは『対話的能動性』でもって

『対話的真理』を下からきずきあげるべきであると考

えているのです」と指摘し、次のように言う。

ドストエフスキーだけでなくパフチンにとって

も、モノローグ状態のはうが幻想なのです。にも

かかわらず、近代は、生き方をはじめ、学問や芸

術、文化その他のあらゆる面にわたって、「他者」

をモノ扱いするモノローグ原理を基準としがちで

した。このことへの深刻な反省、強い危機感がパ

フチンをして可能な限りの諸分野で対話原理の回

復を図らしめたと言えます。

その試みは、パフチン亡きあと世界各地で引き

継がれていますが、私たちもまた自らを生成・闘

争状態において、既成の学問観や芸術観、文化観

を対話原理でもって見直してみることです。7）

この指摘は、次節で述べるように総合的な学習の構

築にも示唆を与える。「ポリフォニック」という視点

を与えることで、総合的な学習を、その設立の趣旨を

より生かした学びにすることカミできるのである。

3．ポリフォニックな学びとしての総合的な学習

新学習指導要領で提示された総合的な学習は、「総

合的な学習の時間」という名称が示すように、時間枠

である。趣旨としても、「創意工夫を生かした教育活

動」を求めており、内容は現場に委ねられている。トッ

プダウンの教育ではなく、ボトムアップの学びの創造

を求めているのであり、その点でまずポリフォニック

である。「総合的な学習の時間」の中身づくりは、対

話的原理による下からのボトムアップを可能にし、ま

さにポリフォニックな生成・創造を実現させるのであ

る。

「総合」という学習のくくり方そのものも、モノロー

グ的な学問体系の獲得ではなく、様々な現代的課題へ

の多様なアプローチを通しての方法の獲得である。

「教科」に対崎する「総合」という概念そのものが、

本質的に、多様な学びのポリフォニーを生み出す可能

性を内包していると言えよう。

また、この時間のねらいには、「自ら課題を見付け、

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題

を解決する資質や能力を育てること」と明記されてい

る。学習者一人ひとりの個の主体性が中心にすえられ

ているのである。教師主導の、手順の決められた画一

的で同質の学びではなく、たとえ試行錯誤の連続で無

駄の多いものであっても、個にとって切実で真実味の

ある学びが求められているのである。それが、学校と

いう集団での学びの場で響き合うとき、総合的な学習

の時間は、まさに主体的で個性的な個の学びに立脚し

た学習集団の、ポリフォニックな学びの場となる。

また、この時間の学習計画の立案や運営では、それ
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ぞれの教師が工夫をこらし、それを集団で検討・討議

しながら学習を進めていくことになる。専門性の優先

される「教科」とは異なり、ここでは、どの教師も対

等であり、個性と創造性を求められる。なおかつ、そ

れをぶつけ合いながら対話を繰り返し、より価値ある

学習を構築することが求められるのである。その意味

でも、総合的な学習は、ポリフォニックである。

さらに、「総合的な学習の時間」の創設によって、

教育課程は、「教科」、「道徳」、「特別活動」、「総合的

な学習の時間」によって織りなされることになった。

それぞれが学びのあり方において独自性を持っており、

また、総合的な学習の時間を「教科」等と結ぶことに

より、内容や育成すべきスキルにも関連をもたせ、重

層的な学びを構築することができる。教育課程の編成

というレベルでも、総合的な学習の導入は、これまで

のモノローグ的な学びを、よりポリフォニックにする

契機となる。

最後に、総合的な学習の時間では、地域の人材の活

用にせまられ、社会と学校の連携が必要となることが

多いという点にも目を向けたい。このことによって、

これまで閉ざされた場であった学校に、多様な考え方

や価値観がより入りやすくなる。そのことで乱轢が生

じたり問題が発生することもあるだろうが、それを対

話的に克服することで、様々な声の生かされたポリフォ

ニックな学びが生まれるのである。

4．附属中学校第一学年の総合的な学習のカリキュラム

附属中学校の研究主題は「豊かな学びを求めて一生

きる力を育む教科と総合的な学習の実践から－」であ

る。総合的な学習のカリキュラム編成においても、こ

れをふまえ、「豊かな学び」の創造を基本理念とした。

その際の、「豊かな学び」とは何かという問いに対す

るの一つの答えが、「ポリフォニックな学び」である。

「豊かな」「ポリフォニックな学び」を可能にする

ために、本校第一学年では、総合的な学習の設計に際

して、次のような点を大切にした。

1　学習者の主体性や個性、興味関心が生かされた生

き生きとした学びを保障すること。

2　個の学びを全体のものにし、互いの学びに触発さ

れたより高次の学びの獲得のための、評価と発表の

場を設定すること。

3　指導者自身の問題意識や個性を生かし、相互の対

話を通しての合意によって、カリキュラムを編成す

ること。

4　教科および道徳、特別活動との連携を重視して、

総合的な学習の内容を考えること。

5　大学や生徒の保護者、地域と結んで、カリキュラ

ムを編成すること。
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いずれも、前述の総合的な学習の時間が本来持って

いる性格を引き出し、この時間の学びをポリフォニッ

クなものにするために必要な観点である。これをふま

えた上で、以下のような、第一学年の総合的な学習の

テーマとそれを支える二つの柱を決め、学習活動を選

定した。

テーマ・「ともに生きる力」の育成

テーマを支える二っの柱と学習活動

1　協同

・野外活動への取り組み

・学年劇上演に向けての取り組み

・学年音楽会への取り組み

2　異文化理解

・国際理解学習一留学生との交流を軸に一

・人権学習

・平和の集いへの取り組み

1の「協同」は、仲間と協力し合って、ものづくり

や行事活動に取り組む中で、一人ではなし得ない大き

なことを成し遂げさせようというもので、中学生とし

ての前向きな集団づくりをめざしている。この集団づ

くりにおいても、生徒たち一人ひとりの個性を尊重し、

ポリフォニックな声の響き合いの中でのボトムアップ

による集団形成を志向した。特に学年劇は、一学年前

期の総合的な学習の中でも多くの時間をさき、学年集

団として全力で取り組んだものである。

2の「異文化理解」は、学年後半の総合的な学習の

柱となるものである。

この一年間の取り組みをふまえて、二学年では、前

述の異文化理解学習への継続的な取り組みと、臨海実

習を核にすえた環境学習を中心としたカリキュラム編

成を、また、三年生では修学旅行を中心にすえたカリ

キュラム編成を考えており、現在も検討を重ねている。

5．生徒の学びのポリフォニー

学年劇上演という活動を構想したのは、次の理由か

らである。

劇をっくるという行為は、総合的な表現行為であり、

脚本作成者、演技者、大道具および小道具製作者、音

響担当者、衣装製作者、照明担当者のそれぞれが、多

様な形での表現を行うことができる。生徒たちの側に

立ってみても、自分の興味関心に応じた学習活動を選

択できる。なおかつ、それが劇の上演という形で総合

化される。これによって、生徒たちは、他のパートの

活動をも自分との関わりの中でとらえることが可能と

なるのである。

教科の枠から見ても、国語科、技術家庭科、音楽科、

美術科、体育科等の多くの教科にまたがる表現を含ん
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でいる。また、構想を練り、脚本に仕立てる段階では、

社会科に関わる調べ学習を組織することができる。こ

の点から、総合的な学習活動の時間にふさわしい、ま

さにポリフォニックな活動と言えよう。また、今回、

学級単位の劇ではなく特に学年劇という形を選んだの

は、大きな課題を前にした一人ひとりの試行錯誤が交

差する中でこそ、壮大な学びでのポリフォニーが生ま

れると考えたのである。

このような企図から出発した学年劇は、附属中学校

の学校祭「秋桜祭」で上演され、成功を収めた。そこ

に至るまでの、学習者の学びのポリフォニーを、生徒

たちが上演後に書いた感想文の中から拾うことにする。

大道具を担当した生徒の一人は自らの学びを次のよ

うに振り返っている。

わたしは、自分たちで大道具や衣装をっくり、

音も考える劇は、初めてでした。今までは、先生

たちが全部やってくれていたので、深く考えるこ

とは、なかったのです。今回は、「自分たちでつ

くる」ということで、少し不安でした。

わたしは、「釈迦の手」を担当することになり、

4人で作ることになりました。作り初めは、まだ、

「どういうふうに作り、結果どうなるのか」と、

疑問に思ってばかりでしたが、作るにつれてだん

だんおもしろくなってきました。夏休みも集まり、

総合の授業のときも、がんばって作業にうちこみ

ました。手の指と甲をくっつけるときたくさんの

人に助けてもらい、とてもうれしかったです。一

応完成し、「うわっ、すごっ！！」って、言って

もらえたときは、達成感が体中に伝わってくるの

が、わかりました。

自分で主体的に計画を立てて物作りに取り組んだこ

とがなかった生徒が、作業をする中でその楽しさに気

づいていく様子がうかがえる。総合的な学習で「自ら

学び、自ら考え、主体的に判断」する場を設けること

の意義を、再確認させる文章でもある。

同じ大道具でも、龍を作ったグループは、男女が互

いの主張を曲げず、けっきょく双方が途中まで作った

二体の龍をあきらめ、新たな第三の龍を作ることで完

成にこぎつけた。次にその経緯をみておく。

僕がいちばん最初にぶつかった「かべ」が、龍

の口の開け方をめぐる、男子と女子の衝突だった。

この間題は、龍のグループでの話し合いにより、

解決した。そして、一つの龍に希望を託すことに

して、グループ全員での作業が始まった。

そこで、口の開け方について考え、口全体をあ

ごにして、顔全体に丸みをっけてみることに挑戦

した。時間がかかったけれど、丸みのある顔がで

きあがった。顔の次に、体をっくることになった。

そこで、またぶち当たった「かべ」が、ペンキ不

足という問題だった。でも、逆に、緑に、赤、黄、

青の色を足すと、変に患えたのに、塗って舞台に

上げてみると、ちょうどいい色に、仕上がってい

た。そして、いちばんしんどかったところは、舞

台の上で龍の頭をかぶって、照明の下で動き回る

ことだった。すごくしんどくて、いやになったと

きもあったけど、一度「龍の頑をやる」と言った

からには、最後までやりとおしたかったから、こ

こまでできたのだと思う。

この龍のグループの様子を、作業を観察した教育実

習生は、次のように記録している。

9／12　大道具で、製作している龍の頭は、途

中で男女の意見が分かれたらしく、二つ別々に作

り続けている。どちらか一つだけ採用するという

ことになっているそうで、どちらも一生懸命につ

くっている。それだけに非常にもったいない気が

する。龍Aを作っているメンバーは、すでに色塗

りに入ろうとしているが、少し大きすぎることと、

やや重いことが問題として残っている。龍Bを作っ

ているメンバーは、ロの開閉部のダンボールの強

度が保てずに苦労している。リーダーは、今の分

裂した状況のままでは、よくないと気づいてはい

るものの、周囲が対抗心を燃やしている中で和解

の話を切り出せずにいる。

9／18　今日は、龍の製作にとって重大な決心

をする目だった。男子と女子が別々の龍を作って

きたのだが、男子の龍は、補強したとしても、ま

だもろいところがあり、女子の龍は、大きすぎて、

とても二、三人では持てない龍になってしまって

いた。だから、男女が話し合いをし、協力して、

互いのいい所をとったもう一つの龍を作ろうとい

うことになった。早速、作業が始まった。また、

一からという大変なことになってしまったが、よ

りよいものを作りたいという生徒たちと、がんば

りたいと思う。

男女それぞれが途中まで作った龍を無駄にして、新

たに別の龍をつくるということは、常識的に考えれば、

無駄の多い作業である。しかし、そのような経緯をた

どる中で、男女が折り合いをつけ、リーダーの生徒も

指導力をほっきして調整にあたっている。次にこのよ

うな作業をするときには、もっと最初から話し合って、

作業を進められるようになるだろう。紆余曲折の中で

の試行錯誤が生徒たちに力をっけているのである。先

の釈迦の手をつくったグループは、まったく未経験で

自信がないという不安を、作業に取り組む中で克服し

た。これに対し、龍のグループは、男女それぞれが自

分たちの方法に自信を持って出発したが、それぞれに

挫折し、それを契機に折り合いをっけて協同すること

で完成にこぎつけている。このような様々な学びが各

パートで生成し、学習者は、それを見ながら、自分た

ちの学びを振り返り、より豊かな学びにしていったの
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である。指導者も、できるかぎり、学習者が他の学習

者の学びを知ることができるよう、情報提供につとめ

た。劇の完成後も、学年通信でできるだけ多くの感想

を紹介し、集団としての学びの跡を振り返ることがで

きるようにした。

次に衣装係の生徒の感想をみる。

わたしは、最初、あまり一学年全員の劇をやり

たいとは、思っていませんでした。小学校で、小

さな劇だったけど、大失敗した劇を見たことがあっ

たからです。だから、ずっと、失敗しないかなと

か、本番までに間に合うかなとか、すごく不安で

した。一中略－ときどき、ミシンがけをするのが、

嫌になったり、こんなに難しい衣装になりたくな

かったとか、わめいたりしました。あともう少し

で完成というところで、役者に衣装を着てもらう

と、肩が入らなかったりして、もう一度、途中か

らやり直したこともありました。このようなハプ

ニングがある度に、もうやめたいと弱音をはいて

いました。けれど、今日の本番は、今までの苦労

を忘れてしまうほどでした。

この生徒の場合、以前の失敗の経験が、劇をっくる

という行為に不安を抱かせ、また思うように進まない

作業の中で、何度か挫折しそうになっている。それだ

けに、舞台での成功の意味は大きい。次の感想にも、

作業の中でのつまずきを成功に変えるまでの努力がよ

く出ている。

そもそも、布を選ぶときから、間違って選んで

しまいました。一つだけラメ入りの布を選んでし

まったり、色柄が違ったり、全部わたしの責任な

んです。そして、そのラメ入りの布のせいで、わ

たしはものすごく苦労しました。わたしの担当は

スカートで、その布を使いました。私は、家庭科

の裁縫が嫌いだったので、いやというほど時間を

さいてしまいました。友達はどんどん進んでいる

のに、わたしは全然進まなくて「やめたい！」と

思ったことなんて何度もありました。でも、その

度に気力と体力でがんばってきたっもりです。

完成したものを見たときは、本当に本当にうれ

しかったです。体中から喜びが感じられました。

そして、役者さんが着て劇を劇をしているのを見

ると、わたしのつくったスカートは、スポットラ

イトに照らされたとき、ラメ入りの布がキラキラ

輝いてすごくきれいでした。ちょっと心配だった

のは、布の縫い目が見えないかなということと、

ほどけないかなということでした。幸いこれもだ

いじょうぶでした。最後に、さっき「気力と体力

でがんばってきたっもりです」と書いたけれど、

そこに「先生、教生先生、友達」を入れようと思

います。もし、この人たちがいなかったら、ぜっ

たいに衣装はできなかったと思います。ありがと
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うございました。

この学習者は、周囲の進み具合を見てあせりながら、

必死になって作業の遅れを取り返そうと努力している。

その努力が舞台で見事に実を結んだとき、周囲の人た

ちに支えられてここまできた自分を自覚し、感謝の気

持ちを抱いたのである。完成した衣装とともに、この

ような内面の変化を評価したい。

次に舞台に立った役者の感想をみる。

僕は、この秋桜祭の学年劇は、いままで十二年

生きてきて、いちばん一生懸命取り組めたと思う。

劇をするって決めたときに、「こんな劇、本当に

できるのだろうか」と思った。練習のときには、

たくさんの壁にぶちあたり、僕の役も、本番まで

にセリフや動きを覚えられるのだろうかと、とて

も心配でした。しかし、練習すると少しずつ上達

していくのが分かりました。教生先生も協力して

くれました。そのうち、舞台練習も入ってきまし

た。そんなとき、0さんがきてくれたのです。そ

こから練習がとてもはかどり、動きも分かってき

ました。しかし、いちばん初めのセリフだったの

で、かなりのプレッシャーがありました。本番前

も、とても緊張しました。しかし、始まるとその

緊張などふっとび、うまく終わりました。

指導者の側には、この生徒の「いままで十二年生き

てきて、いちばん一生懸命取り組めたと恩う。」とい

う気持ちは、とらえられていなかった。むしろ、消極

的な参加態度であるとみてきた。それだけに、表面的

なとらえ方を反省させられるとともに、自己評価を通

して内面を把握することの必要性をあらためて感じさ

せられた。なお、ここに書かれている0さんは、劇団

に所属されているボランティアで、ポイントポイント

で、適切な指導をいただいた。このようなプロの力の

大きさは、次の音響の生徒の文章にも出ている。

人形劇団〇〇〇〇に、音響のことを見学しに行っ

た。わからないところを教えてくださったり、実

際に作った音を実演してくださったり、とても勉

強になった。風の音は装置を借りてきて、本番で

実演することができた。うちわで風の音もつくっ

た。うちわをパリパリにするために、家にある

「柿しぶ」を何度も塗って、ビーズをっけ、見本

を作った。学校でみんなと教生先生にも手伝って

もらって、夜6時半まで残ってがんばった。

生徒感想の最後に、監督を務めた生徒のものをみて

おく。

わたしは、秋桜祭の劇で、監督になりました。

台本を決めたのは7月ごろで、全然進まなくて、

すごく不安でした。台本を夏休み中に一生懸命み

んなでつくって、西遊記がよくわかりました。9

月になって、配役も決まり、どんどん秋桜祭がせ

まって、だんだん時間がなくなってきて、監督と
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して、一人の一年生の生徒として、すっごくあせ

りました。台本がすっぽり頭に入っている人と、

ほとんど入っていない人の差がものすごくて、あっ、

無理っぽい……と思ったのも、そう少なくないこ

とでした。

でも9月下旬から、大道具も衣装も音響も完成

し始め、役者もあせってきたのか、役者自身がも

のすごくレベルアップして、監督のわたしも、

「がんばらなくちゃ」と恩いました。でも、音

響の人との打ち合わせで、6時30分に終わるのも

珍しくなくなってくると、すごくしんどかったで

す。

今日、わたしは、何もかも完成した状態の「ミ

レニアム西遊記」を初めて見ました。今日見て、

監督として、責任を感じたけれど、最高のものに

なりました。すごくうれしいです。

参加者一人ひとりの学びの姿勢も、取り組みの過程

も、それぞれに異なる。そんな160名の力を一つに結

集させて、劇を成功させるのは、大変な仕事である。

数多くの挫折もあった。そんな中でのリーダーの努力

とともに、当初はバラバラであった学びが、劇の完成

を志向して響き合い、ポリフォニーを奏で始めた、そ

こから劇が大きく動き出したのである。

劇を見た保護者の多くからも感想をいただいたが、

次のコメントからも、生徒たちそれぞれの学びのポリ

フォニーによって劇が出来上がった様子が浮かび上がっ

てくる。

衣装から大道具、小道具に至るまで手作りで、

子どもたちの取り組みは、準備の段階から熱がこ

もっていました。毎日、学校の帰りが遅くなって

大変だと言いながらも、今日はこんなことやった、

ここがうまくできた、あれは難しかったとか、感

想を話してくれていました。

私は、長い劇だから、場面ごとに役者の子を交

代させて、一人でも多く舞台に立たせてあげれば

よいのに、と思っていましたし、自分の子が出演

しないのでは、見ても楽しくないなと思っていま

した。でも、子どもが、「わたしのつくった衣装

を見てほしい」と言ったので、見せてもらいまし

た。子どもからの苦労話や、衣装ができるまでの

話を、思い出しながら、じっくり見せてもらいま

した。また、大道具や小道具の中にみる工夫やで

きばえなど、劇の演技以外のものにも感心しなが

ら、一時間、本当に楽しく見ることができました。

子どもたちの恩いが一つになったすばらしい作品

に仕上がっていたと恩います。学年で一つの劇な

んてと思っていましたが、学年全体で取り組んだ

からこそ、ここまでに仕上げられたのだと感心し

ました。

6．教師のアプローチのポリフォニー

生徒たちの学びがポリフォニーを奏でるとき、その

基底には、指導する教師たちの声も、ポリフォニック

に響いているはずである。学年劇の指導では、指導す

る教師の側も、それぞれがそれぞれの個性を生かし、

より得意な分野で力を発揮しながら、それを一つにす

ることで、より価値あるものを創造したいと企図した。

これまで、学級劇しか経験したことのない教師集団

にとって、このような大集団による劇の上演は大きな

負担であり、不安をともなう未知の経験である。しか

し、だからこそ、この取り組みは、大きな可能性を秘

めているのではないか。この点についても、パフチン

は、指針を示してくれる。

『言語と文化の記号論』の中で、彼は次のように言

う。

言語活動（言語・発話）の真の現実とは、言語

形態の抽象的な体系でもなければ、モノローグと

しての発話でもありません。ましてや、モノロー

グ＝発話を産出する心的・生理的な作用でもあり

ません。それは、ひとつの発話と多くの発話とに

よって行われる、言語による相互作用［コミュニ

ケーション］という社会的な出来事［共起・共存］

です。

言語相互作用こそが、かくして言語の根本的な

実在の仕方だ、ということになります。8）

ここでパフチンは、言語活動の「真の現実」は、

「モノローグとしての発話」ではないとする。それは、

「言語による相互作用［コミュニケーション］という

社会的な出来事［共起・共存］」だという。この指摘

が、前述の「ポリフォニー」に関わる言説と根底でつ

ながっていることは言うまでもないだろう。

彼は、さらに、次のように言う。

あらゆる真の理解は、しかし［受動的な理解では

なく］能動的なものです。答えの胚芽をはらんで

いるものです。テーマを捉えうるのも、能動的な

理解だけです。生成しているものを捉えうるのは、

自らも生成しつつあるものだけです。9）

教育実践においても、既成の方針や計画の中に安住

するのではなく、新たな分野を開拓し、未知の指導に

挑む中で一つの価値あるものが生まれることが多い。

もちろん、過去の伝統を継承しつつ、それを着実に

発展させていくといういき方が、本道である。新しさ

を求め、流行を追うばかりの実践が、すぐに色あせる

例も多い。

しかし、伝統を継承し、発展させることは、けっし

てたやすくはない。すぐれた実践記録や年間計画、指

導案等が残されていればいるほど、その模倣や二番煎

じの弊に陥りやすい。ともすれば、形式や手順の引き

継ぎだけがなされ、本来の理念や出発点の精神は薄れ、
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実践も矯小化されてしまうことも少なくはない。モノ

ローグ的なトップダウンの継承は、伝統を発展させは

しないのである。

伝統に刻まれた理念や方法等に学びつつも、一方で

自らを「生成」状態に置いて、新しい実践を拓く姿勢

こそが求められている。この意味において、学年団が

これまで何度も経験してきた学級劇ではなく、学年劇

という未知の分野に取り組んだことの意味は、大きかっ

たと考えている。総合的な学習の時間への取り組みは、

教師集団の力量形成の場でもあった。

学年劇の題材選定にあたっては、異文化理解学習の

取り組みとの関連を考え、また、多くの生徒が取り組

めるものにするためにも、アジアを舞台にした作品が

よいと考えた。西遊記、アラビアンナイト等を題材に

することをイメージしたのである。これらは、時代考

証や衣装作成のために調べ学習が設定でき、異文化理

解を深める学習が進められる。衣装作りの面でも工夫

ができ、大がかりな舞台装置を組むことも可能である。

このような方向性を教師が持った上で、私たちは学年

劇の上演を生徒たちに持ちかけたのである。

これを受けた、生徒たちの話し合いによって、学年

劇の取り組みは、進められることになったのだか、教

師の願いや目標が、生徒たち自身の願いや目標になる

ように、複数の教師による様々な働きかけをすること

になる。その働きかけのために、私たちは何度も話し

合いを重ねた。教科の枠を越えた学年劇を成功させる

ための話し合いは、まさにそれぞれの教師の恩いや考

えの飛び交う、ポリフォニックなものになった。生徒

たちへの働きかけは、このような話し合いによる合議

の下に、提示されたものである。しかし、生徒たちへ

の提示の仕方は、それぞれの指導観や学習者観の違い

を反映し、予想以上に異なったものになった。それが、

指導者の思いの温度差を生んだり、指導上の障壁にな

ることもあった。教師間の対立、葛藤も生じた。しか

し、また、それゆえに、一人の教師によるモノローグ

的な指導とは異なった、懐の深いアプローチになった

のは事実である。複数の教師の声のポリフォニーが、

160名の集団を動かしたのである。

私たちは指導に際し、学習過程を、次の4つのステー

ジに分けて、生徒たちに提示した。

○第一ステージー題材選定の段階

〇第二ステージー劇の内容決定の段階

○第三ステージー各パートで作業を進める段階

〇第四ステージー劇を発表し、成果と課題をまとめ

る段階

第一ステージでは、生徒の委員会に教師の恩いや願

いを提示し、それを生徒たちの恩いや願いにするため

に話し合わせた。その結果を各クラスに提案、さらに

それを持ち寄っての委員会、クラス討議の往復を経て

学年集会で決議させている。第二ステージでは、夏休

みも脚本委員の熱心な取り組みがつづいた。ここでは、

特に、異なる考え方との意見交流等の過程を大切にし

た。第三ステージでは、各パートでの仕事を計画的に

進めるとともに、相互の情報交換がスムーズに進むよ

うに配慮した。第四ステージでは、劇の成功のために

学年の力を結集させることと、成果と課題を一人ひと

りの生徒に把握させることをめざした。

学習の過程では、様々なトラブルが起こったが、生

徒たちは、仲間の協力や指導者の支えを得ながら、そ

れを克服していった。

第一ステージの題材選定の段階では、それぞれの教

師の指導スタイルの違いがはっきりと出た。最初はまっ

たく自由に生徒たちに題材を出させていく者、活動の

ねらいを繰り返し伝えて、それにそった題材を求める

者、ねらいにあった題材を例示し、それにそった題材

を募る者、各学級から出された題材を見ても、指導ス

タイルの違いをうかがうことができた。また、委員の

生徒への教師のサポートのあり方、指導の入れ方にも

個性がはっきりと出た。

学年会議での情報交換は、互いの指導スタイルを学

び合う場ともなった。

各学級からの意見を持ち寄っての委員会の指導は、

学年の教師が協同して行った。ここでも、司会の生徒

への委ね方、教師の考えの伝え方に、個性がはっきり

出た。私たち教師自身もそれを感じながら、自分の出

番を察知して指導を入れるという形の、打ち合わせな

しのTTが成立した。結果的に、前半は、できるだけ

司会の生徒にまかせ、自由に意見を出させるというタ

イプの教師が、中心になって指導を進めた。生徒たち

も、思い思いの意見を交えながらクラスの意見を伝え

た。しかし、学年劇のねらいに合致した題材を推す者

は、まだ少数派で、生徒たちの考えは活発に出るが、

話を煮詰めるところには届かないという状態で、話し

合いは硬直状態に入った。

ここで、生徒の意見を聞きながらもそれに対して比

較的はっきりと指導者の考えを伝え、教師の指導を加

えながら、話し合いを進めるタイプの教師が指導に入っ

た。何人かの生徒はそれを受けて自分の考えを見直し

たが、何人かの生徒は、つよくそれに反発した。ここ

で、話し合いは、より密度の濃いものになった。意見

の交換を続ける中で、ほぼ話し合いはまとまるかに見

えたが、何人かの生徒は考えを変えなかった。

そこで、また先の教師が反対派の生徒の側に立った

発言をし、納得していない生徒たちに、再度考えを発

表させた。その上で、もう一度全体にはかって、結論

を出させた。他の教師も生徒たちに自分たちの考えを

伝えた。このような取り組みの結果、生徒の委員も指

導者も納得できる形で、「西遊記」が学年劇の題材候

補となった。教師の一人は、学級での話し合いより内

容の濃い白熱したものになったと感想を述べたが、複
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数の教師がそれぞれの分担を考えながら、協同して指

導に入った成果である。

学年集会の決議の場は、さらに私たち教師にとって

考えさせられる展開となった。代表の生徒が、丁寧に

ここまでの経過を説明し、「西遊記」を提案、拍手に

よって決を採った。しかし、おおむね了承の雰囲気は

察知できたものの、学年の総意と言えるような圧倒的

な支持は、得られなかったのである。

代表の生徒たちは進行に困り、立ち往生した。指導

の教師は、起立者の数をみることで、再度採決するよ

う助言することにしたが、賛成者を立たせるか、反対

者を立たせるかで教師間の意見が分かれたのである。

賛成者を立たせるという方法を採れば、よりはっき

りと学年の生徒たちの意思を把握できるが、立たない

生徒が多くなり委員会案が否決される可能性も高くな

る。逆に反対者を立たせる方法を採れば、多くの反対

者が立っ可能性は少ない。しかし、立っということへ

の抵抗感から多数派に回った生徒が多くいても、確認

することができない。

結局、生徒たちとも相談した結果、賛成者を立たせ

るという方法を採り、委員会案は圧倒的多数で承認さ

れた。これなども、安全策を採るか、冒険を試みるか

指導のスタイルがはっきり分かれた興味深い場面であっ

た。

第三ステージおよび第四ステージの指導に際しては、

音響担当の教師から緻密な計画が出された。これに触

発された各パートから、生徒たちと話し合って作られ

た詳細な計画が出、全体の見取り図が出来上がった。

これによって、各パートとも他の進行状況を把握して

自分たちの作業をすすめることができた。私たちは、

このようなポリフォニックなアプローチと協同によっ

て生徒たちの学びを支えることができたと考えている。

7．教育課程の織りなすポリフォニー

ここでは、異文化理解学習に着目して、総合的な学

習の導入による、ポリフォニックな教育課程の創出に

ついて述べる。

私たちは、まず、この教育課程を、「国際理解学習」

ではなく「異文化理解学習」とした。そこに、まず、

重層的なカリキュラムを作成したいという意図がある。

「異文化理解」には、他国や他民族の理解という意味

だけでなく、異なった生活環境や文化、価値観をもっ

たものを理解するという意味が含まれていると考えた

からである。すなわち、大きく「他者理解」の一環と

して、人権や差別、仲間づくりにも関わる概念ととら

えたのである。

学習活動を設定する際にも、狭義の「異文化理解」

に関わる「国際理解学習」、「他者理解」に関わる「人

権学習」の二つの柱を立て、これらに生徒会が毎年取

り組んでいる平和の集いを関連づけようとした。

このような計画を立てたのは、「国際理解学習」と

「人権学習」をリンクさせることで、それぞれの学習

をより深いものにでき、いずれにも「平和」の問題が

関係すると考えたからである。その上で、総合的な学

習、道徳、特別活動、教科の時間での学びを重層的に

組み合わせ、より深く、より広がりのある学習をさせ

たいと考えたのである。

ここでは、国際理解学習について総合と教科等との

連携をみていきたい。

「国際理解」に関わる部分は、第一学年、第二学年

の二か年をかけた取り組みとして構想している。第一

学年では、国語科と結んでの、コミュニケーションリ

テラシーの育成を中心にした学習を設定する。第二学

年では、さらに英語科と関連づけるとともに、社会科

と結んだ国際理解、国際協力学習を進める。総合と複

数の教科の学習をポリフォニックに組み合わせること

で、それぞれの関係を緊密にし、知の総合化を図ろう

としたのである。また、奈良教育大学在籍の留学生と

の継続的な交流を、柱の一つにしているのも特色であ

る。次に第一学年の異文化理解学習の概要を示す。

○　総合的な学習の時間

一奈良教育大学留学生との継続的な交流一

留学生の案内による国立民族学博物館の見学と中学

生が留学生を案内しての奈良町めぐりの計画と実践を

核にしながら、学級単位での継続的な交流を行い、異

文化理解を深める。

［主な取り組み］

①　学級単位での留学生歓迎と折り紙交流の会

②　国立民族学博物館の見学一課題にそって、留学生

とともに、博物館を見学し、取材したことをグルー

プで新聞にまとめる。

③　学級ごとの新年伝統行事交流会

④　留学生を案内しての奈良町めぐり

⑤　奈良町めぐり報告会

⑥　留学生を招いての学年音楽会

○　道徳での学習

「他者理解」、「異文化理解」を目標とした各学級で

の道徳の学習。

○　国語科での学習

①　「漢字について考える」

一中国からの留学生を招いてのT・Tによる漢字学

習－

②　「上海からの手紙」

一上海の日本語を学ぶ大学生との交流学習－

総合的な学習では、大学との連携で15名の留学生の

参加があり、単発のイベントに終わらない交流学習を

組織することができた。
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総合的な学習と結んだ国語科の「上海からの手紙」

は、一学年160名の生徒が、上海の同済大学の協力を

得て海外との文通を行うというこれまでにない取り組

みとなった。文通は往復二度にわたって行われ、現在

も何人かの生徒が文通やメールによる交流を続けてい

る。総合的な学習と結びつけることにより、従来には

ない、実の場でのダイナミックな教科の学びができた

と考えている。また、国語科での指導を組むことで、

手紙の書き方、敬語の使い方等も含めたコミュニケー

ション能力の育成を図ることができた。このような力

を教科単元で培っておくことは、総合的な学習での生

徒たちの自主的で主体的な学びを、はい回るものにし

ないために不可欠である。

それぞれの生徒たちが書き上げた手紙の中には、様々

な場での異文化理解学習の成果がうかがえる。その中

でも、目をひくのが、学年劇「ミレニアム西遊記」に

ふれた記述である。多くの生徒が、上演前に送った第

一信では、自分たちのがんばりについて書き、上演後

の第二信では、劇の成功を報告している。総合的な学

習という大きな枠の中で、学びが一つにつながっていっ

たのである。生徒たちの手紙の一節をひいておく。

僕の学校には、秋桜祭という文化祭があります。

そして、僕たち一年生は、劇をします。その劇の

名前は「西遊記」です。「西遊記」は、中国で生

まれたんですよね。今は、衣装や、背景のハリボ

テや立体の物をっくったり、配役の人はせりふを

覚えたりで、とても大変です。でも、この劇が完

成したら、みんなの今までのがんばりが中国まで

伝わるような思いでやっていきたいと思います。

「西遊記」は、みんな一生懸命取り組んだので、

大成功に終わりました。本番まで、みんな、役者、

衣装、大道具、音響のパートにそれぞれ分かれて

放課後も遅くまで残ってがんばりました。わたし

は大道貝係で、三蔵法師の馬をっくりました。○

さんにも、わたしたちのがんばりから生まれたこ

の劇を見てほしかったです。

8．豊かな学びを求めて

これまで述べてきたように、第一学年の総合的な学

習の実践と教育課程作成の試みは、まさに豊かな学び

を求めての模索であった。そして、豊かさを求める上

でのキーワードが、「ポリフォニー」であり、「ポリフォ

ニックな学び」であった。様々な学びのあり方が、様々

なレベルで交差し、それが織りなすポリフォニックな

響きが学びに豊かさをもたらすのである。

それは、あるときは、子どもたち一人ひとりの様々

な学びのあり方が奏でるポリフォニーであり、また、

複数の教師の協同が織りなすポリフォニーであり、教

科と総合、あるいは特別活動の交差の中で生成するポ

リフォニーであったのである。

総合的な学習の導入は、様々な学びを創出し、学習

者と指導者の活動、ひいては教育課程を活性化し、豊

かな学びを生み出す契機となるのである。さらには、

学校と地域の交差する中でのポリフォニーを求めたい。

今回は異文化理解学習で、大学との連携を留学生の招

碑を軸に模索したものの、地域社会との連携には至っ

てはいないが。地域社会との連携を今後の課題とした

い。

これまでの系統的な教科指導の伝統と成果を大切に

しつつも、総合的な学習での新たな学びと向き合い、

生徒たちとともに学習に取り組むとき、学びが活性化

し、より豊かなものとなる。ポリフォニックな学びが

生まれるのである。
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